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【はじめに】 

当家保管内は、繁殖経営主体の黒毛和種生産地域

玖珠郡 2 町を管轄し、玖珠郡の繁殖雌牛は県全体の

19.5％を占め、年間約 2,800 頭の子牛が生産されて

いる。しかし、地域の課題として、規模拡大による

労働力不足や高齢化に伴う戸数減などがある。そこ

でこれらの課題に対応するため、子牛委託により肉

用牛農家の経営安定を図る目的で、2024 年 4 月に県

内 2 カ所目となるキャトルステーション（以下 CS）

が新設されたので、準備から運用までの当所の取組

みについてまとめた。 

 

【CS の概要】 

CS は図１左に示すとおり豊後玖珠家畜

市場に隣接し、当家保からも 1.2km の近距

離に位置する好立地である。運営は農協主

体で、収容規模は子牛 180 頭、成牛 20 頭、

概ね 4 カ月齢の離乳子牛を市場出荷まで飼

育するほか、やむを得ない理由により成牛

を預かっている。また、畜産に携わる人材

育成の役目も果たし、2024 年 10 月には農業高校の生徒 2 名を研修生として受入れた。 

牛舎は 2 棟、片側 20 の牛房（図 1 右）で、1 区画に 2～3 頭収容できる。 

 



【CS 設立に向けた対策】 

2019 年度から CS 設置に向けた検討が開始され、地域の生産者に向けたアンケートで

は、設立に対する期待も大きかった。  

2021 年 9 月には JA、全農、県で設置準

備検討委員会を立ち上げ、当家保は 2023

年から建設準備委員会に加わり、子牛受

入に関わる計画や課題解決に携わり、生

産者への説明会に参加した。 

2024 年 4 月から CS が運用開始され、CS

運営協議会に参加し、飼養衛生管理の面か

ら助言を行っている。 

 

 

 

図３に玖珠郡の 3 地域で実施した生産者説明会の様子を示す。説明会のあとの生産者ア

ンケートでは 51 戸からの回答があり、CS に預けたいと答えたのは 31％にとどまり、預け

る牛がいない小規模農家や子牛価格が安いという理由で預けないと答えたのが 22％であ

った。約半数の生産者が迷っており、運用後に判断したいという回答だった。 

図４の表に組織体制を示す。生産者は副会長と会計に各 1 名、委員に６名、監事に１名

加わっている。 

受入直前の会議では、家保と CS に関わる獣医師で、受入頭数や受入方法の共有と衛生検

査の最終的な確認を行った。 

CS 運営協議会はこれまでに 2 回行われ、委託者と関係機関の間で飼料体系の見直しや衛

生対策の再検討などを行っている。 

 

  



【CS の運営】 

運用が開始された 4 月受入分は 2023

年 12 月に生まれた子牛が対象となり、

受入 1 ヵ月前に委託の募集をかけ、受入

れを希望する農場には JA 職員が下見に

行き、発育不良や栄養状態の悪い牛は受

入対象から除かれる。子牛を受入れた後

は、8 月の出荷まで図 5 のようなスケジ

ュールとなる。 

通常の作業については JA 係員 3 名と

広域指導員 2 名で行い、子牛の受け入れ

や市場出荷などは他の JA 職員や関係機

関が協力して行う。 

 

【衛生対策】 

受入前と受入当日の衛生検査について、県内 1 カ所目の竹田市 CS を参考にし、協議を

繰り返しながらプログラムを検討した。  

受入前は繁殖農家にて臨床検査を行

い、治療歴を聞き取る。受入条件に鼻粘

膜ワクチン接種が入っているが、徹底さ

れていないため、受入当日に接種する場

合がある。様々な飼養管理形態から集合

飼育するため、予防処置は最重要と考

え、今後も指導していく必要がある。 

受入当日は臨床検査を行ったあと、血

液検査、糞便検査のための採材をし、投

薬を行った。 

衛生検査の内容及び体側等の結果を

表 3 に示した。2024 年 4 月から 9 月にかけて、延べ 47 戸の 97 頭について、日齢、体重、

増体重（DG)、胸囲、体温、赤血球・白血

球数、寄生虫検査を行った。平均体重に

示されたとおり、受入れ時のボディコン

ディションや発育にばらつきが見られた

ため、7 月から生化学検査を追加し、栄

養状態の確認をした。 

 

  



図 7に 7月から 9 月までの受け入れ時

に行った生化学検査結果を示した。横軸

のアルファベットは農場 14 戸を示し、

着色部が基準値を表す。総コレステロー

ルは低い個体が多く見られ、農場によっ

ても傾向に違いが認められ、BUN も低値

を示す農場が認められた。 

寄生虫検査結果では月ごとの検出率

と農場ごとの検出数を示した。乳頭糞線

虫はすべて検出されず、コクシジウムオ

ーシストが 20 戸中 15 戸の 31 頭から検

出された。 

栄養状態のばらつきと寄生虫検査結果から、生産農場における飼養衛生管理の改善を目

的として農場で衛生指導を行った。 

図 8 は F 農場での指導の様子を示す。

1、2 カ月齢について虫卵検査等を行い、

プログラムが適正かどうかを確認した。

当農場では 20 日齢で抗原虫薬を投与し

ているが、下痢で治療をしている 1 頭か

ら 800（OPG）のオーシストが検出された

ので、配付資料を用いて衛生プログラム

の再確認を促した。 

CSでは6/25頃から咳や発熱がみられ、

都度獣医により治療を行ったが、6/27 の

49 頭全頭検温では、17 頭で 40℃以上呈

していた。 

20 頭の血清を用いてウイルス中和抗体検査を行ったところ、パラインフルエンザウイル

ス 3 型で 1 頭、牛 RS ウイルスで 7 頭、牛コロナウイルスで 14 頭において中和抗体価の上

昇が認められた。今回の発症はコロナウ

イルスによるものと考えられ、コロナウ

イルスは幼弱な子牛や免疫力が低下し

た個体で特に問題になると言われてい

る。今回 RS ウイルスも動いていると思

われたため、引き続き鼻粘膜ワクチンの

接種を徹底していく。 

 

  



【CS 牛の出荷成績】 

8 月から 10 月の玖珠子牛市場の出荷状況を比較した。 

8 月出荷は去勢、雌ともに 5 万高値で取引され、平均日齢が 8 日短く増体も良好だった。

9 月出荷は去勢、雌ともに増体は良好だ

ったが、雌の価格が平均を下回った。こ

れは出荷日齢が 300 日超えた牛が 4 頭

中 2 頭いたことや血統が関係している

のではないかと考えられた。 

10 月は雌の増体が良く 30kg 大きく、

平均価格は去勢 7 万、雌 6 万市場平均を

上回った。 

 

【まとめ】 

県内 2 カ所目となるキャトルステーションが玖珠郡に設置され、4 月の運用開始からこ

れまで、呼吸器症状の発生は見られたが、事故や死廃は発生していない。 

受入れ時のボディコンディションや発育にばらつきが見られたため、今後は生産農場に

その結果をフィードバックし、より一層飼養衛生管理の改善に尽力したいと考える。しか

しながら、今後も伝染病の発生は避けられないため、ワクチンやウェルカムショットにつ

いて関係機関を含めた運営協議会の中で意見交換を行いながら検討を進めていきたいと考

える。 

世界情勢の影響により全国で市場価格の低迷が続いている。CS の委託料を負担に感じる

生産者が多いため、運用当初から受入数が予定より少ない状況となっている。そのような

中、8 月から出荷が始まり、市場出荷牛について、一部の購買者や他の生産者から良い評

価の声が聞かれ、市場平均価格よりも高く取引されているため、これからの委託増頭が期

待された。今後は CS 牛の PR や非委託者への利用促進に努め、CS の活性化を目指す。そし

て引き続き、受入子牛の斉一化を図りながら飼養衛生管理に関する意識醸成を推進し、CS

出荷牛ひいては地域の出荷子牛の評価向上を目指し、生産者の所得向上に繋げていきたい。 

 


